
嫁 用 甘薄儀で 手る｡ 只の動 産が 兼 感 と間棟 に省 く, 増 の嵐

地膚蝕 の避寒 が蒸 L,くお そし､めで あろ さか つ月の両帝 灯施

療の藩 患者 にあ たる鹿朝敵 を示づ磯 舟 も威嚇 敵 の襖 lLなく,
府 政濃蘭 や大 底 蒸轟きLな い と殖 えられ て い るか ら′創生瀕

め番地 #/が その蓮違令 に空 ′'て い為 と品 名人も し､る｡地線 上で 好 /0 0万鼻

緒 の火 山動 産顔 壊 し威 され て しま って い る｡ 孝の膚 鶴 塞賓 が 甲で /oo槍 の

帝都が か かると して も /慮卑 (中生ベ1･この号 の,地 形 と な J'て′_,創生 顛 日比

すれば･新 しい 晴耕で ある, 掌農奴 l●ニよる 月面の硬 刺によ ると発腰 現像 や魔光

鼠 鹿 の密教 が､これ まで に何 十例 ヒあ '), '火JJ清 廟 の存 親 を膚 Lrて いる 人JLあ

ち. 地裁よ り古 い地 形 が新鹿 由'ままあ ると して も. ヌ′凄 7=新港 生地 雅が あ

り解 る と して も. 正 しく裸輿 的 な ことで ある,,

工_C.6.M.の鼻 卓が 阜 由ロ ケ＼ソト を重み ,氷 ･yの膨大な蟹専 守_舞は鶴 を執

ら.孝登 巣立 七な J'て. 威 力め示 風 が減 摩 とい う凝 城 を-ガ嘉 lこお やかわな凍 な

藤 代 で あ る . 埠の副産 物 をせ いで し､味得 で 守 る o)が , 食 しい 園 に いる卦 しい

嶺 の尊慮 とで も去え為 ので は なか ろ ろか.

(JLLW ,0/'タdf )

お茶大のイメーご
正 弟 愚 夫

僕 の生 れは 東南 嘗)ト日餌場 町 である. 塞額 で 痩 け る まで そ こに鑑 んで いTC

の でt, 打東 大 の こと攻麿ノ棲 何摩周 き.硬んで し＼た, 蛍購1ままだ車-高 原 とい って

いたが/ 儀 のよ ろ女頚 の画家 の に証 しヽ軌 二ヒ って JJ,空 れが東泉東 予簡蕃 帰

乾 各棟 の略称 で あることに 嵐イ くまで適 当 の Er月 払一撃 LT=.

小 日向香 田Tは筒圏 を商店厨 で とり鮮 まれ た娃患 池 で､あ った ｡一女寓肺 は塵 町

方 面 の 商凄衛 地象に 正 門が あ J'r=ので. 旬 は 孝 っち の巧 へ行 J?てはい けriL＼

と よくい クてし＼たo ま た′膚 は轟々｢お 泉 の氷 をぬたオ えん ｣ といJb富者 i:

療 ･1て いたが ｢オ えん と路. 一府婦女 子の東署鹿 か ら塗 LtLr=｢才 媛 ｣ k いろ

意~味 の爵 口 中と襟 1て し＼た.

㊥ 尊顔 は 轟押木†廃 車 (鹿足 の 教育 大 付属 車高 )で あ ったが , そ こで東商 腫

というの産 生上 して東 商 帰 順 商女 をJ梅 して い た ｡ 贋 にと J,てほぼ とんk:t鼎

心 外の ことで あ ′フたが ,や に蛙鳥 目のよ ろに ｢東 南 府 ｣ の正 門の節 を壌 勢 ･

願華 を正 して歩 く友 だ､ち もし､[=.だが そのため に斜 兼 にな 1た 叔涙Iい ＼た ど
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れ 類癌 の軒 高 車の 凍鹿 には 豊だ東 風 疎 碑 在 の,&家 リで あ るi 象 り し1=丘 が

た くさん 劫 .フT=が ′ lieの上か ら見 た限 り, 東 南伸 ば顔 に しんと禰 宜 リか え っ

ていTこ｡

それ か ら乗轟 肺 ･県東 柔避 太 く東 泉 の 釆濠裁葡 よ )へ と 鹿み. お そ ろしく

濁 し＼挙 句 楓乾 (?)への 潜が鼓 し＼f=J 速 庫 3年 息と､ァ メ リか こ妓 んで い たが ′

地の /3卑 蘭 は′ 覆車 遺 IJ の伺 う劇 の きた な い研 蒐童 と､ほお 森 永 の ことなど

には わ き釘 を-1､あせ∵勉徹 して し､た,碑ifr, うわ さに の ぼ､る ｢お廉 太｣ という

書賓 -i/, 大 挙に あ る ま じき奇 妙 TJ患者 だ､ヒ思 って 薗 い てい7こ. その凧 この

神 賓 に して 慮す べ､か hさ､る拳 固 丙 に入 った のは / Er水 地膚 瞥身 大金 の癖 と′

何か専 務 師宣河 藩で 二三度 束 た麻Ftt廿で あ ,'た. し＼つt. 素 直ぐ正面 を向 い

て歩い た こと を渡 えてし､る. jせ凍 敏感 に来 た Zとこしあ ったが ♪ 何 となく威 勝

が 大 らか で′ 鉄泉 発生 の 体感 にあ わ tiて 毅薮 を毅封･したのか と洛 J?た .

その旗 , 日放女 子大 の一斉女.科で ア メ リカ勉 虚 を教 える ことに 破 り, -女守 大

生 とば あみ いカ もd)か と＼､う尭 入選 が感 いた.預れか ら立正大 挙 (地 建碗故

か 芝とん ど男 手 )の さJ,ぼ ､っ と.レた 粛国風 で 大 学の イ 〆- 1を新 たに してい

る うちに , お泉 太 へ蜂 常勃諸 姉 で凍 る ことに な った ｡Ltの 暫時′ あ ち こちで

-女子大 の 細塵 はど うか と封かれ7てが , いつ も こち らLa:攻 子 数奇 のベ テ ランだ

と癒 えて お いた . その頗周 狂 に ii ったわ けで あ Jaが, 一番 よ ろ こん だ o)は 象

肉で あ った_ 昇 富家 丙 は rも､巌 のみ 大草 ･くい物 挙鮎 の 畠 し､卑井 蛙 なので

ある,. そのよ うな 漸騰で′ 併個 人 と しても 革命 くわ いは 宙舟 の出 た 琴鹿 ど

教 え て いるよ るな展 が レてい も,

月井究蜜 だより
月 山 .久 子･

肖 日の 経過 の早 さは,卑冬 を重 昭名目こつ れて廟 に しみて 藤せ られ ますが,

やれで も ヨ db～日の櫛 には′ この節窺慶 を参 め て 4))卜さ宣巌 金 に も′魔 夢の

の 由来孝が あ り, 少し大 が 亨に豪 え ぼ放 資 の象 れ とい った 且の と終わせ られ

ます｡

地 境 蚤盤 蜜 の% 田栄貴 兄 汝 は療贋慈 鶴 大草 に励慮 寓 にな りま した ｡慶か ユ

キ 車で したが 永 常乗′早に御 薗 鼻 下 亨 i)J も､名 家が 慮 しまれま した .密 封凌 奴

の後産 蛙硬度 葛 飾 として み え ていた立 身 熟来光 且 に決 ま り一 7声いこ老嬢 され

ま したが, 守れ Lrt樺 し､蒐 後 方 の亀衣 鉢 田 に十 御 免薮 に い ＼くノつか の密賓が
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